
長崎市の道路網は平坦地が乏しいという地
形的要因から、慢性的な交通渋滞により都市
機能を著しく低下させています。そこで、都市活
動の円滑化を図るために、長崎南環状線を整
備しています。
●女神大橋開通による整備効果
・定時性の確保。
・走行性の向上によるCO2排出量削減。

・観光スポットの出現。
さらにこの効果は、長崎観光にも寄与してま

す。

長崎市中心部の交通渋滞緩和と新たな観光スポットの出現
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資料：長崎市スポーツ振興課

女神大橋は「長崎ベイサイドマラソン＆ウオー
ク」のイベントコースの一部としても活用されて
います。

利用者の声

●神ノ島町から市南部（香焼町等）へ
通勤しやすくなった。開通前は40分程
度かかっていたが、10～15分程度に

短縮しました。 （地元区長）

●女神大橋利用により、定時性が向
上し、配達の時間指定が守りやすくな
りました。
また、時間短縮により午後からの集

配業務がスムーズになった等の効率
化があげられます。 （運送会社）

●CO2の2,770t/年削減は、長崎水辺の
森公園の約40倍の森林面積（約
260ha）のCO2吸収量に相当します。

 

●ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ、7km・20kmｳｵｰｸｺｰｽの一部に女神
大橋を活用

2007 長崎ﾍﾞｲｻｲﾄﾞﾏﾗｿﾝ＆ｳｵｰｸ

49743.0 

46973.6 

40000

44000

48000

52000

開通前 開通後

（t‐CO2/年）

約2,770ｔ

を削減

≪CO2排出量の変化

開通前 開通後
(H17.10) (H19.10)

女神大橋

《走行性の変化》
（大浜町⇒戸町間の朝7時台所要時間）
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利用で

約30分短縮


